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衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
「
第
七
波
」
収
束
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別

紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
原
口
一
博
君
提
出
「
第
七
波
」
収
束
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
令
和
四
年
二
月
五
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
池
田
文
部
科
学
副
大
臣
（
当
時
）
が
「
一

昨
年
の
一
斉
の
臨
時
休
業
の
要
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
（
中
略
）
そ
の
当
時
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
性
質
が
よ
く
分
か

ら
な
い
と
い
う
中
に
あ
っ
て
、
感
染
の
拡
大
を
防
い
で
、
児
童
生
徒
の
安
全
を
最
大
限
確
保
す
る
と
い
う
趣
旨
は
お
お
む
ね

達
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
学
校
に
お
け
る
効
果
的
な
感
染
対
策
の
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
や
、
学
校
の

臨
時
休
業
に
伴
う
児
童
生
徒
の
学
び
の
保
障
や
心
身
に
与
え
る
影
響
、
保
護
者
の
就
労
へ
の
影
響
等
を
踏
ま
え
、
御
指
摘
の

「
全
国
一
斉
休
校
要
請
と
同
様
の
措
置
」
は
実
施
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
全
国
一
斉

休
校
要
請
と
同
様
の
措
置
」
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。 

三
に
つ
い
て 



 

２ 

 

 
 

御
指
摘
の
「
緊
急
事
態
宣
言
又
は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
」
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
夏
の
感
染
拡
大
に
お

け
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
Ｂ
Ａ
．
五
系
統
へ
の
置
き
換
わ
り
等
に
よ
る
感
染
状
況
や
医
療
提
供
体
制
等
に
対
す
る
負
担
の
状
況

を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判
断
し
て
お
り
、
「
社
会
経
済
活
動
を
維
持
し
な
が
ら
感
染
拡
大
に
対
応
す
る
都
道
府
県
へ
の
支
援

に
つ
い
て
」
（
令
和
四
年
七
月
二
十
九
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
）
に
示
し
た
と
お
り
、
個
々
人
の

基
本
的
感
染
対
策
と
事
業
者
の
感
染
リ
ス
ク
を
引
き
下
げ
る
適
切
な
対
策
の
徹
底
を
行
い
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
の
社
会
経

済
活
動
の
維
持
と
医
療
の
ひ
っ
迫
の
回
避
を
両
立
で
き
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

前
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
消
防
庁
か
ら
東
京
消
防
庁
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
御
指
摘
の
事
案
は
、
東
京
消
防

庁
が
毎
年
作
成
す
る
「
救
急
活
動
の
現
況
」
に
お
け
る
「
救
急
活
動
統
計
」
の
「
不
搬
送
件
数
」
の
う
ち
、
「
搬
送
辞
退
・

拒
否
」
と
し
て
扱
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

後
段
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
患
者
か
ら
救
急
搬
送
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
は
、
感
染

症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
く
移
送
と
し
て
、
都
道
府
県
知
事
等
と
消
防
機
関
が
連
携
し
て
対
応
し
て



 

３ 

 

い
る
が
、
患
者
の
救
急
搬
送
を
行
わ
な
か
っ
た
事
案
に
つ
い
て
も
、
都
道
府
県
知
事
等
と
消
防
機
関
が
本
人
の
病
状
、
年
齢
、

既
往
歴
等
、
本
人
や
家
族
の
意
向
、
在
宅
に
お
け
る
医
師
等
に
よ
る
管
理
体
制
等
の
様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
、
総
合
的
に
判

断
し
て
い
る
た
め
、
御
指
摘
の
「
医
療
機
関
が
ひ
っ
迫
し
て
空
き
病
床
が
な
く
、
救
急
搬
送
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
に
医
師

や
保
健
所
が
や
む
を
得
ず
救
急
搬
送
を
断
念
し
た
事
例
」
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
総
務
省
消
防
庁
か
ら
消
防
機

関
に
対
し
て
報
告
を
求
め
て
い
る
統
計
調
査
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
区
分
を
設
け
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
政
策
の
考
え
方
」
（
令
和
四
年
九
月
八
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
決
定
。

以
下
「
本
部
決
定
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
数
値
目
標
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
お
尋
ね
の
「
第
七

波
の
何
倍
の
感
染
者
数
や
入
院
患
者
数
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
」
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
が
、
本
部
決
定
の
別
紙
に
お
い
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
つ
い
て
は
、
若
者
の
重
症
化
リ
ス
ク
は
低
く
、
高
齢
者
の
重

症
化
リ
ス
ク
は
引
き
続
き
高
い
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
の
特
性
を
踏
ま
え
、
「
高
齢
者
等
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
者
を
守
る
と
と

も
に
、
通
常
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
保
健
医
療
体
制
の
強
化
・
重
点
化
を
進
め
て
い
く
」
と
の
基
本
的
考
え
方
の
下
、
「
新



 

４ 

 

型
コ
ロ
ナ
病
床
の
確
保
、
診
療
・
検
査
医
療
機
関
（
発
熱
外
来
）
の
取
組
」
の
継
続
、
「
初
回
接
種
（
一
・
二
回
目
接
種
）

を
完
了
し
た
十
二
歳
以
上
の
全
て
の
者
」
を
対
象
と
し
た
「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
促
進
」
、
「
健
康
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
の
全
都
道
府
県
で
の
整
備
・
体
制
強
化
」
等
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
う
し
た
取
組
等
に

よ
り
、
今
後
、
今
夏
の
感
染
状
況
を
上
回
る
感
染
拡
大
が
生
じ
て
も
、
一
般
医
療
や
救
急
医
療
等
を
含
む
我
が
国
の
保
健
医

療
シ
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。 

六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
全
く
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
マ
ス
ク
の
効

果
に
つ
い
て
は
様
々
な
要
因
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
令
和
三
年
五
月
二

十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
推
進
本
部
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ボ
ー
ド
の
参
考
資
料
四
「
市
中
に
お
け
る
マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
感
染
防
止
効
果
等
に
つ
い
て
」
に
お
い
て

記
載
し
て
い
る
と
お
り
、
東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
伝
播
に
対
す
る
マ
ス
ク
の
防
御
効

果
」
に
お
い
て
、
「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

Ｃ
ｏ
Ｖ

二
を
マ
ネ
キ
ン
か
ら
飛
沫
や
エ
ア
ロ
ゾ
ル
と
し
て
咳
と
同
等
の
速
度
で
放
出
し

た
実
験
で
は
、
相
対
す
る
者
が
吸
い
込
む
ウ
イ
ル
ス
量
は
、
吐
き
出
す
側
が
不
織
布
又
は
布
マ
ス
ク
を
し
た
場
合
二
十
～
三



 

５ 

 

十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
ま
で
抑
え
ら
れ
、
吸
い
込
む
側
が
不
織
布
マ
ス
ク
を
し
た
場
合
五
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
（
布
マ
ス
ク
の

場
合
八
十
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
）
ま
で
抑
え
ら
れ
た
」
と
の
研
究
結
果
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。 

七
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
我
が
国
で
も
薬
事
承
認
さ
れ
て
い
る
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
「
ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
・
リ
ト
ナ
ビ
ル
」
に
は
、
報
道

に
あ
る
よ
う
な
再
陽
性
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
海
外
に
お
い
て
、

ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
・
リ
ト
ナ
ビ
ル
の
投
与
後
に
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
再
度
高
く
な
る
事
象
が
生
じ
た
症
例
が
報
告
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
御
指
摘
の
「
再
陽
性
と
な
る
理
由
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
臨
床
試
験
に
お
い

て
、
ウ
イ
ル
ス
量
が
再
度
高
く
な
る
事
象
の
発
現
頻
度
が
、
ニ
ル
マ
ト
レ
ル
ビ
ル
・
リ
ト
ナ
ビ
ル
を
投
与
し
た
場
合
と
プ
ラ

セ
ボ
（
医
薬
品
と
見
分
け
が
つ
か
ず
、
有
効
成
分
の
入
っ
て
い
な
い
も
の
を
い
う
。
）
を
投
与
し
た
場
合
で
同
様
で
あ
る
と

報
告
さ
れ
て
お
り
、
令
和
四
年
五
月
に
、
米
国
食
品
医
薬
品
局
に
お
い
て
、
当
該
医
薬
品
と
ウ
イ
ル
ス
量
が
再
度
高
く
な
る

事
象
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
不
明
確
で
あ
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。 

八
に
つ
い
て 



 

６ 

 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
の
開
発
者
」
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助
金
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
新
興
・
再

興
感
染
症
研
究
事
業
（
新
興
・
再
興
感
染
症
及
び
予
防
接
種
政
策
推
進
研
究
事
業
）
「
感
染
症
発
生
時
の
公
衆
衛
生
的
対
策

の
社
会
的
影
響
の
予
測
及
び
対
策
の
効
果
に
関
す
る
研
究
」
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
の
分
担
研
究
で
あ
る
「
新
型

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
時
に
お
け
る
症
例
情
報
の
効
率
的
な
共
有
に
資
す
る
情
報
収
集
体
制
の
検
討
」
に
よ
る
と
、
「
研
究

分
担
者
」
が
「
情
報
集
約
シ
ス
テ
ム
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
デ
モ
を
重
ね
、
意
見
の
集
約
と
完
成
度
の
向
上
を
図
」
っ
て
い
た

と
承
知
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
Ｆ
Ｆ
Ｈ
Ｓ
を
用
い
て
二
〇
一
三
年
か
ら
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
発
生
を
想
定
し
た
演
習
を
毎
年
、
複
数
の

自
治
体
と
行
っ
て
き
た
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
確
認
し
た
限
り
で
は
、
そ
の
よ
う
な
事
実
は
確
認
で

き
な
か
っ
た
が
、
報
告
書
に
よ
る
と
「
二
千
十
五
年
一
月
二
十
一
日
に
、
国
立
感
染
症
研
究
所
に
て
保
健
所
、
空
港
検
疫
所
、

県
庁
、
地
方
衛
生
研
究
所
、
感
染
研
、
厚
生
労
働
省
対
策
推
進
本
部
を
模
し
た
環
境
を
構
築
し
、
実
際
に
感
染
症
の
対
応
に

当
た
る
関
係
者
の
協
力
の
も
と
患
者
発
生
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
」
と
さ
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。 


